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剤形
識別コード

外 形
性 状

表 裏 側 面

トラベルミン
配合錠

錠剤
白色
有核錠

EISAI
EISAI

直径（�）・質量（�）・厚さ（�）
１０.６ ４００ ３.５

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

中枢神経抑制剤
バルビツール酸
誘導体
フェノチアジン
誘導体等
アルコール

本剤はジフェンヒドラ
ミンサリチル酸塩を含
有しているため、相互
に作用を増強すること
があるので、併用する
場合は減量するなど慎
重に投与すること。

相加的に中枢神経抑
制作用を増強する。

モノアミン酸
化酵素阻害剤

本剤の解毒機構に干
渉し、作用を遷延化
し増強する。

他のキサンチン系
薬剤
テオフィリン
アミノフィリン水和物
コリンテオフィリン
カフェイン水和物等
中枢神経興奮薬
エフェドリン塩酸塩
マオウ等

本剤はジプロフィリン
を含有しているため、
過度の中枢神経刺激作
用があらわれることが
ある。
副作用の発現に注意し、
異常が認められた場合
には減量又は投与を中
止するなど適切な処置
を行うこと。

併用により中枢神経
刺激作用が増強され
る。

注）このような場合は投与を中止すること。

０.１～５％未満 頻度不明

過敏症注） 発疹

循環器 動悸

精神
神経系

眠気、�怠感、頭重感、
めまい

頭痛、神経過敏

消化器 口渇 悪心・嘔吐、下痢

【禁 忌】（次の患者には投与しないこと）

１．緑内障の患者
〔抗コリン作用により、眼圧を上昇させるおそれが
ある。〕

２．前立腺肥大等下部尿路に閉塞性疾患のある患者
〔抗コリン作用により、排尿困難、尿閉等があらわ
れるおそれがある。〕

【組成・性状】
１．組成
本剤は、１錠中にジフェンヒドラミンサリチル酸塩４０�
及びジプロフィリン２６�を含有する白色の錠剤である。
添加物としてアセチルグリセリン脂肪酸エステル、カル
メロースカルシウム、軽質無水ケイ酸、結晶セルロース、
硬化油、サッカリンナトリウム水和物、酒石酸水素カリ
ウム、ステアリン酸カルシウム、タルク、トウモロコシ
デンプン、乳糖水和物、ポビドン、マクロゴール６０００、
D‐マンニトール、リン酸水素カルシウム水和物、香料を
含有する。

２．製剤の性状

【効能・効果】
下記の疾患又は状態に伴う悪心・嘔吐・めまい
動揺病、メニエール症候群

【用法・用量】
通常成人１回１錠を経口投与する。
必要により１日３～４回経口投与する。
なお、年齢、症状により適宜増減する。

【使用上の注意】
１．慎重投与（次の患者には慎重に投与すること）
�てんかんの患者
〔中枢刺激作用によって発作を起こすおそれがあ
る。〕

�甲状腺機能亢進症の患者
〔甲状腺機能亢進に伴う代謝亢進、カテコールア
ミンの作用を増強するおそれがある。〕

�急性腎炎の患者
〔腎臓に対する負荷を高めるおそれがある。〕

２．重要な基本的注意
眠気を催すことがあるので、本剤投与中の患者には
自動車の運転等危険を伴う機械の操作には従事させ
ないように十分注意すること。

３．相互作用
併用注意（併用に注意すること）

４．副 作 用
総症例４４８例中、３９例（８.７１％）の副作用が報告され
ている。（再評価結果時）

５．高齢者への投与
一般に高齢者では生理機能が低下しているので減量
するなど注意すること。

６．妊婦、産婦、授乳婦等への投与
�妊婦又は妊娠している可能性のある婦人には投与
しないことが望ましい。
〔妊娠中の投与に関する安全性は確立していな
い。〕

�授乳中の婦人には投与しないことが望ましいが、や
むを得ず投与する場合には授乳を避けさせること。
〔ジフェンヒドラミンは、動物実験（ラット）で
乳汁中に移行することが認められている。〕

７．適用上の注意
服用時
本剤は、�みくだくと苦味があり、舌のしびれ感があ
らわれることがあるので、�まずに服用させること。

【臨床成績】
国内総計４４８例について実施された臨床試験の概要は次のと
おりである。
１．動揺病
船酔い・車酔いなどの動揺病に対する有効率は９１.５５％
（３３６／３６７）であった。
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鎮 暈 剤

〔貯 法〕 室温保存
〔使用期限〕 外箱に表示の使用期限内に使用すること。
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２．メニエール症候群
末�性眩暈症、メニエール病などの眩暈症状に対する有
効率は８６.８９％（５３／６１）であった。

【薬効薬理】
１．興奮鎮静作用（迷路反応を鎮静する）
健康成人による実験的迷路刺激及び家兎を使った実験的
迷路性平衡失調に対し、トラベルミンは著明な迷路反応鎮
静作用を示した。また耳性眩暈（急性発作性眩暈）に使用
し、有効性が認められている。 （�）

２．興奮抑制作用（嘔吐中枢の興奮を抑える）
ジフェンヒドラミンは、イヌの実験において、悪心・嘔
吐の原因となる嘔吐中枢に作用し、その興奮を抑制する
作用を有することが認められている。 （�）

【有効成分に関する理化学的知見】
１．一般名：ジフェンヒドラミンサリチル酸塩

（Diphenhydramine Salicylate）
化学名：２‐benzhydroxy‐N , N -dimethylethylamine salicylate
分子式：C１７H２１NO・C７H６O３
分子量：３９３.４８
構造式：

物理化学的性状：
ジフェンヒドラミンサリチル酸塩は白色の結
晶又は結晶性の粉末で、においはなく、味は
初めはないが、後にわずかに苦く舌を麻ひす
る。本品はメタノール、酢酸（１００）又はアセト
ンに溶けやすく、エタノール（９５）にやや溶け
やすく、水に溶けにくい。
本品は光によって徐々に変化する。

融 点：１０７～１０９℃
２．一般名：ジプロフィリン（Diprophylline）

（別名）：ダイフィリン（Dyphylline）
化学名：７‐（２,３‐dihydroxypropyl）theophylline
分子式：C１０H１４N４O４
分子量：２５４.２５
構造式：

物理化学的性状：
ジプロフィリンは白色の粉末又は粒で、にお
いはなく、味は苦い。本品は水に溶けやすく、
エタノール（９５）に溶けにくく、ジエチルエー
テルにほとんど溶けない。

融 点：１６０～１６４℃

【包 装】
トラベルミン配合錠……………………１２０錠（ヒートシール）
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